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1. 平成29年12月期第1四半期の連結業績（平成29年1月1日～平成29年3月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年12月期第1四半期 5,352 △1.7 252 19.5 178 20.9 117 71.4

28年12月期第1四半期 5,446 18.3 210 ― 147 ― 68 ―

（注）包括利益 29年12月期第1四半期　　156百万円 （59.2％） 28年12月期第1四半期　　98百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年12月期第1四半期 23.69 ―

28年12月期第1四半期 13.83 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年12月期第1四半期 11,277 1,736 14.4

28年12月期 11,946 1,580 12.4

（参考）自己資本 29年12月期第1四半期 1,623百万円 28年12月期 1,475百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年12月期 ― ― ― 0.00 0.00

29年12月期 ―

29年12月期（予想） ― ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

29年12月期の配当予想額は現時点では未定です。

3. 平成29年12月期の連結業績予想（平成29年 1月 1日～平成29年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,250 8.1 630 23.8 420 32.5 220 145.7 44.24

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年12月期1Q 5,408,000 株 28年12月期 5,408,000 株

② 期末自己株式数 29年12月期1Q 435,217 株 28年12月期 435,217 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期1Q 4,972,783 株 28年12月期1Q 4,972,783 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実

際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。上記予想に関する事項につきましては、添付資料「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連

結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当社グループは、写真・CG・動画・イラストレーションなど視覚から訴求するものをビジュア

ルと総称し、これら「ビジュアルの企画制作」、及びそれらのビジュアルを活用するWeb、

TVCM、イベントなどの企画から制作までを一貫して行う「コンテンツの企画制作」を通じ、お客

様のモノ（商品）やコト（サービス）の付加価値を可視化しコンテンツ化する企業集団です。 

 

 当社グループでは、「中期経営計画｜前期」において、メディアの多様化による事業環境の変

化に柔軟に対応するためビジネスモデルを変革しました。当連結会計年度を初年度とする「中期

経営計画｜後期」においては、労働集約型から知恵集約型モデルへの転換を図るため、 

  ・acp（注１）を進化させたプラットフォーム構築 

  ・VHL（注２）マネジメントの運用 

  ・インバウンドマーケティングの更なる充実 

を推し進めて、一人ひとりの生産性の向上による収益力の強化を目指しております。 

（注１）amana creative platform：クラウド型のクリエイティブプラットフォーム 

（注２）Vertical & Horizontal Line Management System：縦軸の営業組織と横軸のクリエイティブサービス別組織による管理 

 

 当第１四半期連結累計期間における世界経済は、アジア経済の成長の鈍化や米国の政権移行な

ど不透明感はありましたが、全体的に景気は回復基調で推移しました。国内経済においては、個

人消費は低迷しているものの企業収益の持ち直しや設備投資の増加など、景気は緩やかな回復基

調が続いております。 

 当第１四半期連結累計期間の売上高は、5,352百万円(前年同期比1.7％減）となりましたが、

国内の受託制作の受注は、前年同期に比べ大幅に増加するなど堅調に推移しました。また、事業

付加価値額は、提供サービスの多様化と外部委託先の変動費化によって前年同期に比べ減少しま

したが、VHLマネジメントによる利益管理体制が定着し、１人当たり事業付加価値額は順調に伸

張しました。販売費及び一般管理費については、外部委託先の変動費化等により減少し、1,874

百万円(前年同期比9.1％減）となりました。 

 以上の結果、営業利益は252百万円（前年同期比19.5％増）、経常利益は178百万円（前年同期

比20.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は117百万円（前年同期比71.4％増）といず

れも増益となりました。 

 

 当社グループはビジュアルコミュニケーション事業の単一セグメントであるため、セグメント

別の記載を省略しております。 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産の状況 

 当第１四半期連結会計期間末の資産合計残高は、11,277百万円（前連結会計年度末比668

百万円減）となりました。これは、主として現金及び預金の期末残高が182百万円、売上債

権が551百万円減少したことによります。 

②負債の状況 

 当第１四半期連結会計期間末の負債合計残高は、9,540百万円（前連結会計年度末比825百

万円減）となりました。これは、主として仕入債務が211百万円、1年内返済予定を含む長期

借入金が366百万円減少したことによります。 

③純資産の状況 

 当第１四半期連結会計期間末の純資産合計残高は、1,736百万円（前連結会計年度末比156

百万円増）となりました。これは、主として親会社株主に帰属する四半期純利益117百万円

の計上及び為替換算調整勘定29百万円の増加によります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成29年12月期の通期の連結業績予想につきましては、概ね計画通りに推移しており、平成29

年２月16日に発表しました予想から変更はありません。 

 なお、上記の予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、実際の業績は様々な要因によって大きく異なる可能性があります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,338,697 1,156,349 

受取手形及び売掛金 5,522,128 4,970,932 

たな卸資産 530,485 737,437 

繰延税金資産 53,765 49,527 

その他 499,017 479,809 

貸倒引当金 △78,739 △80,653 

流動資産合計 7,865,355 7,313,402 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,324,944 1,282,566 

リース資産（純額） 75,398 65,143 

建設仮勘定 20,063 38,187 

その他（純額） 675,105 651,789 

有形固定資産合計 2,095,511 2,037,687 

無形固定資産    

ソフトウエア 827,518 781,984 

のれん 446,455 430,393 

リース資産 14,552 8,729 

その他 54,032 53,099 

無形固定資産合計 1,342,559 1,274,208 

投資その他の資産    

投資有価証券 215,416 202,038 

長期貸付金 57,484 81,831 

差入保証金 225,966 226,672 

繰延税金資産 2,181 10,425 

その他 141,912 131,463 

投資その他の資産合計 642,960 652,431 

固定資産合計 4,081,031 3,964,327 

資産合計 11,946,386 11,277,729 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,397,276 2,185,309 

短期借入金 1,805,000 1,805,000 

1年内返済予定の長期借入金 1,721,884 1,599,528 

リース債務 51,709 49,242 

未払金 278,086 258,148 

未払法人税等 140,302 81,092 

賞与引当金 186,978 177,978 

その他 416,743 284,313 

流動負債合計 6,997,980 6,440,613 

固定負債    

長期借入金 2,937,555 2,693,609 

リース債務 47,249 36,090 

繰延税金負債 49,717 35,696 

資産除去債務 290,052 291,422 

その他 43,499 43,302 

固定負債合計 3,368,073 3,100,121 

負債合計 10,366,053 9,540,734 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,097,146 1,097,146 

資本剰余金 1,334,988 1,334,988 

利益剰余金 △621,358 △503,542 

自己株式 △304,150 △304,150 

株主資本合計 1,506,624 1,624,441 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 △30,785 △972 

その他の包括利益累計額合計 △30,785 △972 

非支配株主持分 104,493 113,526 

純資産合計 1,580,333 1,736,994 

負債純資産合計 11,946,386 11,277,729 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年３月31日) 

売上高 5,446,098 5,352,201 

売上原価 3,172,880 3,225,243 

売上総利益 2,273,217 2,126,957 

販売費及び一般管理費 2,062,340 1,874,923 

営業利益 210,877 252,033 

営業外収益    

受取利息 87 685 

受取配当金 800 4,493 

受取保険金 4,768 4,768 

持分法による投資利益 1,560 － 

その他 4,073 3,789 

営業外収益合計 11,290 13,737 

営業外費用    

支払利息 33,855 35,345 

為替差損 34,241 29,514 

持分法による投資損失 － 16,765 

その他 6,494 5,792 

営業外費用合計 74,592 87,418 

経常利益 147,575 178,352 

特別損失    

固定資産除却損 79 525 

減損損失 4,500 － 

賃貸借契約解約損 15,162 － 

特別損失合計 19,741 525 

税金等調整前四半期純利益 127,834 177,826 

法人税、住民税及び事業税 54,613 69,003 

法人税等調整額 △2,950 △18,026 

法人税等合計 51,663 50,977 

四半期純利益 76,170 126,849 

非支配株主に帰属する四半期純利益 7,415 9,032 

親会社株主に帰属する四半期純利益 68,754 117,816 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年３月31日) 

四半期純利益 76,170 126,849 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △5 － 

為替換算調整勘定 21,897 29,599 

持分法適用会社に対する持分相当額 319 212 

その他の包括利益合計 22,210 29,812 

四半期包括利益 98,381 156,661 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 90,965 147,628 

非支配株主に係る四半期包括利益 7,415 9,032 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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